編集後記 by unknown
130
　
日
本
仏
教
思
想
史 
Ｒ
・
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
教
授
　
現
代
と
真
宗 
田
代
俊
孝
講
師
　
道
綽
の
生
涯
と
思
想 
 
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
講
師
　
浄
土
教
史
概
説 
山
田
恵
文
専
任
講
師
　
真
宗
教
団
史 
安
藤
　
弥
講
師
　
近
代
教
学
史 
西
本
祐
攝
専
任
講
師
　
真
宗
典
籍
研
究 
西
本
祐
攝
専
任
講
師
実
践
研
究
　
『
教
行
信
証
』
総
序
・
教
巻
を
読
む
 
加
来
雄
之
教
授
　
『
教
行
信
証
』
行
巻
を
読
む
 
一
楽
　
真
教
授
　
『
教
行
信
証
』
信
巻
を
読
む
 
山
田
恵
文
専
任
講
師
　
『
教
行
信
証
』
証
巻
を
読
む
 
藤
元
雅
文
専
任
講
師
　
『
教
行
信
証
』
真
仏
土
巻
を
読
む
 
井
上
尚
実
准
教
授
　
『
教
行
信
証
』
化
身
土
巻
を
読
む
 
木
越
　
康
教
授
　
『
無
量
寿
経
』
を
読
む
 
藤
元
雅
文
専
任
講
師
　
『
観
無
量
寿
経
』
を
読
む
 
木
越
　
康
准
教
授
　
『
浄
土
論
註
』
を
読
む 
井
上
尚
実
准
教
授
　
「
正
信
偈
」
を
読
む 
山
田
恵
文
専
任
講
師
　
『
安
楽
集
』
を
読
む
 
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
講
師
　
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
を
読
む
 
佐
々
木
秀
英
講
師
　
『
唯
信
鈔
文
意
』
を
読
む 
相
馬
　
晃
講
師
　
『
尊
号
真
像
銘
文
』
を
読
む
 
難
波
教
行
講
師
　
英
語
で
読
む
浄
土
真
宗 
井
上
尚
実
准
教
授
真
宗
学
演
習
Ⅰ
（
一
回
生
）
　
親
鸞
入
門 
藤
原
正
寿
准
教
授
 
山
田
恵
文
専
任
講
師
 
藤
元
雅
文
専
任
講
師
 
西
本
祐
攝
専
任
講
師
真
宗
学
演
習
Ⅱ
（
二
回
生
）
　
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
読
む
 
山
田
恵
文
専
任
講
師
 
藤
元
雅
文
専
任
講
師
 
西
本
祐
攝
専
任
講
師
 
藤
原
正
寿
准
教
授
真
宗
学
演
習
Ⅲ
（
三
回
生
）
　
『
歎
異
抄
』 
加
来
雄
之
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
一
楽
　
真
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
木
越
　
康
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
谷
　
眞
理
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
井
上
尚
実
准
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
三
木
彰
円
准
教
授
真
宗
学
演
習
Ⅳ
（
四
回
生
）
　
『
歎
異
抄
』 
加
来
雄
之
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
一
楽
　
真
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
木
越
　
康
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
谷
　
眞
理
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
井
上
尚
実
准
教
授
　
『
歎
異
抄
』 
三
木
彰
円
准
教
授
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後
　
記
　
本
号
の
刊
行
が
遅
く
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　
本
号
に
は
二
本
の
論
文
と
講
演
・
講
義
の
筆
録
四
本
を
収
録
し
ま
し
た
。
巻
頭
に
は
加
来
雄
之
教
授
の
「『
大
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
「
難
し
」
の
思
想
│
伝
承
の
難
・
己
証
の
難
│
」
と
題
す
る
論
考
の
上
篇
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
大
学
院
博
士
課
程
の
光
川
眞
翔
氏
に
は
、
日
ご
ろ
の
研
鑽
の
一
端
を
「
浄
土
宗
独
立
に
お
け
る
法
然
の
釈
尊
観
」
と
題
す
る
論
考
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
延
塚
知
道
教
授
の
「『
教
行
信
証
』
の
核
心
」、
山
下
秀
智
先
生
の
「
逆
説
弁
証
法
の
射
程
│
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
親
鸞
を
め
ぐ
っ
て
│
」
は
、
二
〇
一
二
年
度
真
宗
学
会
大
会
に
お
け
る
講
演
の
筆
録
に
加
筆
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
筆
録
の
確
認
、
加
筆
に
労
を
お
と
り
い
た
だ
き
ま
し
た
両
先
生
に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
巻
末
に
は
金
子
大
榮
先
生
、
安
田
理
深
先
生
の
講
義
の
筆
録
を
掲
載
し
ま
し
た
。
　
真
宗
学
に
お
け
る
教
法
の
学
び
は
「
聞
思
」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
輩
諸
氏
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
　
「
聞
思
」
と
い
う
言
葉
だ
け
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
事
か
を
「
聞
き
」、
何
事
か
を
「
思
う
（
思
索
し
尋
ね
る
）」
と
い
う
こ
と
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
そ
こ
に
学
び
の
一
つ
の
手
法
が
示
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
こ
か
ら
「
聞
思
」
と
い
う
営
み
を
、
人
間
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
、
あ
る
い
は
ま
た
教
育
に
お
け
る
新
た
な
手
法
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
改
め
て
親
鸞
の
、
誠
な
る
か
な
や
、
摂
取
不
捨
の
真
言
、
超
世
希
有
の
正
法
、
聞
思
し
て
遅
慮
す
る
こ
と
な
か
れ
。
と
い
う
言
葉
に
立
ち
返
る
な
ら
ば
、
親
鸞
に
お
い
て
、「
聞
思
」
と
い
う
営
み
は
、
単
に
手
法
を
問
題
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
そ
こ
に
は
「
摂
取
不
捨
の
真
言
、
超
世
希
有
の
正
法
」
と
い
う
言
葉
で
、
何
を
聞
思
す
る
の
か
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
摂
取
不
捨
の
真
言
、
超
世
希
有
の
正
法
」
の
聞
思
に
お
い
て
人
間
に
何
が
明
ら
か
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
親
鸞
は
「
誠
な
る
か
な
や
」
と
い
う
言
葉
で
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
親
鸞
が
「
誠
な
る
か
な
や
」
と
い
う
深
い
頷
き
の
言
葉
を
も
っ
て
表
し
て
い
る
の
は
、
自
己
を
照
ら
し
て
や
ま
な
い
教
法
と
、
そ
の
教
法
の
は
た
ら
き
に
お
い
て
の
み
明
ら
か
に
な
る
自
己
、
そ
し
て
人
間
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
い
う
な
ら
ば
、
仏
と
衆
生
の
呼
応
へ
の
深
い
頷
き
こ
そ
が
「
聞
思
」
と
い
う
営
み
か
ら
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
親
鸞
に
お
け
る
「
聞
思
」
と
い
う
営
み
を
、
「
処
世
の
立
脚
地
」
と
い
う
言
葉
を
通
し
て
確
か
め
る
な
ら
ば
、「
聞
思
」
と
は
、
決
し
て
処
世
の
手
法
を
問
題
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
聞
思
」
と
は
、
教
法
の
も
と
に
人
間
の
立
脚
地
を
徹
底
し
て
明
ら
か
に
す
る
営
み
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
真
宗
学
が
今
現
に
聞
思
の
学
た
り
得
て
い
る
の
か
、
不
断
に
確
か
め
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
（
文
責
　
三
木
）
